
 

 

 

 

  
 

 

ふるさと講座・自然系第２回目を開催しました。 

初冬の野鳥観察会・ユキホオジロを観察しよう！ 12 月 1 日（日）野付半島にて初冬の野鳥観察会を開催しました。参加者は 15 名でした。 ネイチャーセンターにて、講師の藤井薫氏より、この時期見られる渡り鳥を説明いただき、11 月下旬に実施されたコクガンの一斉調査の結果などもお話いただきました。その後、野付半島先端の最終番屋まで車で移動しながら、途中、オオハクチョウ・オジロワシ･オオワシ･コクガン・ホオジロガモなどを観察しました。   最終番屋に到着し、徒歩で半島の先端を目指しました。先端に到着するとユキホオジロの大群が飛び交い、ハギマシコも混じり、ここ数年の観察会では見ることの出来ない光景となりました。 北風が強く寒い一日でしたが、天候も良く野付半島特有のすばらしい景色が広がり、参加者を大いに喜ばせた観察会となりました。 ●観察出来た野鳥 オオワシ・オジロワシ・トビ・オオハクチョウ・ホオジロガモ・コクガン・ユキホオジロ・ハギマシコ･ユリカモメ   
ウィンタースクールを開催しました。 

「化石のレプリカを作ろう！」 

 1 月 9 日（金）ウィンタースクール「化石のレプリカを作ろう！」を開催しました。別海町で発見されたマンモスゾウの臼歯化石や人気のあるアンモナイトの化石のレプルカを作成しました。 マンモスゾウ臼歯化石はあらかじめ石膏で作成したものを整形する作業からはじめ、実物を見ながらヤスリで削る作業を慎重に行いました。 アンモナイト化石は、シリコン製の型に自分で石膏を流し込みました。10 分程度でかたまり、型からはずしヤスリなどで整形します。一部の参加者は着色を行いました。時間の都合上完成することは出来ませんでしたが、自宅で着色し冬休みの工作として出品するそうです。   
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エキタラウシ  

シリーズ「近世の別海を探る 野付～その１０」 

エキタラウシエキタラウシエキタラウシエキタラウシ(現在のエキタラウス)   文献史料での標記は、「エキタラウシ」「イキタラウシ」などがあります。松前藩復領時代 文政 4 年（1821）～安政元年(1854)の文献史料からこの地名が登場します。  ○地名の由来 ●イキタラウシ「笹 有所」 『丙寅慶応二年正月吉日万覚帳安政六未年子モロ地名和解 書』加賀伝蔵 安政 6 年(1859) ●イキタラ ウシ「笹多き處」 『北海道蝦夷語地名解』永田方生 明治 24 年(1891)  ○エキタラウシの様子 ●幕府直轄時代 寛政 11 年(1799)～文政 3 年(1820) ・「ノツケより三里 此昼休所今なし、筵張ニて取建候由 休   イキタラウシ」『東行漫筆』荒井保恵 文化 6 年(1809) ●松前藩復領時代 文政 4 年(1821)～安政元年(1854) ・「イキタラウシ、鯡漁、出張小屋三、蔵十三有」『村垣淡路守公務日記』安政元年(1854) 「字イキタラウシニ有 一 出張漁小家壱ヶ所 長八間 横四間 ヘツカイ持 外 板蔵壱ヶ所 茅蔵弐ヶ所」 「字イキタラウシニ有 一 出張漁小家壱ヶ所 長七間 横四間 ウヱンベツ持 外 板蔵三ヶ所 茅蔵弐ヶ所 〆」 「字イキタラウシニ有 一 出張漁小家壱ヶ所 長八間 横四間 イチヤニ持 外 板蔵三ヶ所 茅蔵弐ヶ所」 「鯡漁場」 『嘉永七年七月水野正左衛門様差上書面写壱冊青山弥惣右衛門様差上書面写壱冊』支配人善吉 嘉永 7 年(1854) ●幕府再直轄時代 安政 2 年(1855)～慶応 3 年(1867) ・「イキタラウシ戌亥鯡漁場 巾三拾五間程 長二百四拾間程 此所前濱鯡漁場拾ヶ年前新規切開出張候處沖の方浅瀬出鯡漁無之子モロ近辺へ出張當時空場に相成候 ベツカイ ウヱンベツ イチヤニ右三ヶ所持」 「四丁程沖より五六丁程沖迠 辨財舩野掛場 但 六拾間目 弐尋 六百間目 七尋 千八百間目 拾弐尋弐尺」 「出張漁小家 壱軒 横四間 長七間 ベツカイ番家持 板蔵 壱軒 茅蔵壱軒 雑蔵壱軒 〆」 「出張漁小家 壱軒 横四間 長七間 ウエンベツ番家持 板蔵 三軒 雑蔵二軒 〆」 「板蔵 二軒 イチヤニ番家持」  『根室旧貫誌』喜多野省吾 安政 5 年(1858)【63】  
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編集後記 新しい年が明け、気持ちも新たにと思うところです。さて、例年より多めの雪が降り、気温も低い日が続いております。
12月には爆弾低気圧もあり、気象状況が安定しません。この先の天候が心配になりますが、当館にとって良い 1 年を過ごせるよう努力したいと思います。（K.I） 


